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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成23年10月6日(2011.10.6)

【公開番号】特開2010-72061(P2010-72061A)
【公開日】平成22年4月2日(2010.4.2)
【年通号数】公開・登録公報2010-013
【出願番号】特願2008-236455(P2008-236455)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ   7/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ   7/04    　　　Ｄ
   Ｇ０２Ｂ   7/04    　　　Ｅ

【手続補正書】
【提出日】平成23年8月23日(2011.8.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の可動レンズを保持し、光軸方向に移動可能な第１のレンズ保持部材と、
　前記第１のレンズ保持部材を前記光軸方向に駆動するアクチュエータと、
　前記第１のレンズ保持部材に係合し、該第１のレンズ保持部材を前記光軸方向に案内す
る又は該第１のレンズ保持部材の回転を阻止するバー部材と、
　前記アクチュエータを保持し、かつ前記バー部材を支持するバー支持部を有する支持部
材と、
　第２の可動レンズを保持し、前記光軸方向に移動可能な第２のレンズ保持部材と、
　前記第２のレンズ保持部材を前記光軸方向に移動可能に支持する筒部材とを有し、
　前記バー支持部と前記筒部材との間に、制振部材が配置されていることを特徴とする光
学機器。
【請求項２】
　前記支持部材と前記筒部材のそれぞれにおける前記光軸方向の像側端部を保持するベー
ス部材を有し、
　前記制振部材は、前記バー支持部のうち前記光軸方向における前記ベース部材とは反対
側の端部と前記筒部材との間に配置されていることを特徴とする請求項１に記載の光学機
器。
【請求項３】
　前記筒部材に、前記バー支持部との間で前記制振部材を前記光軸方向にて挟む受け面を
形成したことを特徴とする請求項１又は２に記載の光学機器。
【請求項４】
　前記アクチュエータは、ボイスコイルモータであることを特徴とする請求項１から３の
いずれか１つに記載の光学機器。
【請求項５】
　請求項１から４のいずれか１つに記載の光学機器を備える撮像装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明の一側面としての光学機器は、第１の可動レンズを保持し、光軸方向に移動可能
な第１のレンズ保持部材と、前記第１のレンズ保持部材を前記光軸方向に駆動するアクチ
ュエータと、前記第１のレンズ保持部材に係合し、該第１のレンズ保持部材を前記光軸方
向に案内する又は該第１のレンズ保持部材の回転を阻止するバー部材と、前記アクチュエ
ータを保持し、かつ前記バー部材を支持するバー支持部を有する支持部材と、第２の可動
レンズを保持し、前記光軸方向に移動可能な第２のレンズ保持部材と、前記第２のレンズ
保持部材を前記光軸方向に移動可能に支持する筒部材とを有し、前記バー支持部と前記筒
部材との間に、制振部材が配置されていることを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　固定筒（筒部材）７は、第１鏡筒１と第２鏡筒２を回転しないように、かつ光軸方向に
移動可能なように保持する。固定筒７の外周面における周方向３箇所には、カムピン（図
示せず）が取り付けられており、該カムピンは、カム筒８の内周面に形成された３本のカ
ム溝８ｅにそれぞれ係合している。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　４はフォーカスレンズＬ４を保持する第１のレンズ保持部材としての第４保持枠である
。第４保持枠４は、図４に示すように、スリーブ部４ａと回転止め部４ｂを有する。スリ
ーブ部４ａと回転止め部４ｂはそれぞれ、支持部材としてのフォーカスベース部材６とベ
ース部材としての撮像素子地板９とによって支持されているガイドバー（バー部材）６５
，６６に光軸方向に移動可能に係合している。
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